第４４回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　平成1７年９月１３日（火）午後６時
２． eq \o\ad(開催場所,　　　　　)　　　沼津市魚町１番地
　　　　　　　　　　サンフロントビル　３Ｆ　会議室
３．委員の出欠
 eq \o\ad(委員総員,　　　　　　)　８名
 eq \o\ad(出席委員数,　　　　　　)　７名
出席委員氏名　 eq \o\ad(清水義一,　　　　　)
千野慎一郎
 eq \o\ad(荻生昌平,　　　　　)
　　　　　　　金子俊道
　　　　　　　 eq \o\ad(井上純代,　　　　　)
　　　　　　　 eq \o\ad(村松晶子,　　　　　)
　 eq \o\ad(富山治子,　　　　　)
欠席委員氏名　 eq \o\ad(横山　勝,　　　　　)
　　　　　　　
　　　放送事業者　　佐藤恭平　伊藤迪彦　
４．議　　題
　　　平成1７年９月７日（水）　20：00～20：３0放送
　　　「ＩＴｓ　Ｂａｒ」
沼津市近郊に住むカナダ人（男性：ＥＲＩＫ　ＢＡＮＫＳ）をメインパーソナリティーとし、沼津市周辺および静岡県内で活躍するミュージシャンをゲストに迎え英語と日本語でのトークで音楽を紹介。コーナーでは女性のプロエレクトーン奏者（中川恵理）と英語と日本語でのかけ合いトークにより、日本語との対比や慣用句など英語を聞く事に慣れてもらう。

　　上記の番組を聴取していただき、合評及び放送全体についてのご意見をうかがう。
５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（佐藤）　　　　本日はお忙しいなか、お集まりいただきましてありがとうございます。

第４４回番組審議会を開催致します。
　　　　　　　　　本日は横山委員が欠席でございます。
　　　　　本日皆様にご審議いただきますのは、毎週水曜日の午後８時から放送しています「ＩＴｓ　Ｂａｒ」という番組です。それではお聞き下さい。
　　　　　　　　
（　番　組　聴　取　）
（清水委員長）　それでは本日は千野さんからお願いします。
（千野委員）　　楽しい番組ですね。外国人パーソナリティーは初めてで今までにない試みでERIKとゲストの話の内容もよかった。

　　　　　　　　　ただ、中川さんのコーナーが唐突に挿入された様で違和感がありましたが全体としては良い番組と思いました。
（荻生委員）　　今回は非常に楽しい番組ですね。ゲストの話も聞きやすかった。
　　　　　　　　　　コーナーの違和感はありましたが、コーナーの挿入方法とか音楽に入る、出るをもう少し丁寧に編集したほうが良いと思う。でも聞いていて楽しかったですね。

　　　　　　　　

（富山委員）　　今回の番組のゲストの話は聴き易いですね。興味があった内容でもあり引き込まれて耳を傾けて聴く事ができました。フラメンコのギター奏者という事で実際にギターを持ち込んで少し弾いたこともよかった。ゲストの普段聞くことが無い話が聞けたこともよかった。

パーソナリティーの日本語のイントネーションが聴き辛い感じだが外国人のパーソナリティーと言うことでご愛嬌となりますね。途中のコーナーで中川さんとＥＲＩＫの対話が突然雰囲気が変わってしまって明るくなり、変な感じがしました。また、元のゲストとの話に戻り雰囲気も良くなった。

全体の感想として地元のミュージシャンを応援していく事や話の内容が充実してとても良い番組と思います。

（井上委員）　　外国人パーソナリティーの方の日本語がどの位理解して話をされているか興味を持って聞いていたが、かなり理解されている様でした、音楽や楽器にも詳しく、色々なミュージシャンや楽器を演奏する人が地域に居るという事や世界中に色々楽器がある事を知るだけでも楽しく地元ならでの良い番組企画と思います。

ただし、日本人の名前を英米式に名前、姓の順に言うが、日本式に姓、名前の呼び方のほうがよいと思う。途中のコーナーの中川さんは明るく楽しい方で話も上手なので、つなぎかたやマッチングを考えたらどうかと思います。

（村松委員）　　ITｓBar　とはコンピュータと関係があるのか、ホームページとリンクしているとか、題名と内容が結びつかない。

（伊藤）　　　　単純に番組名として命名したものです。スポンサーの意向でこの番組が、とあるBarの中でパーソナリティーとゲストが話をするという設定です。ITｓBarというこの番組のホームページもあります。

（佐藤）　　　　ただ、お店をイメージしたものです。そのお店に来ていただいてその雰囲気の中で話が展開していくという想定です。

（村松委員）　　外国の方の日本語で最近ちょっとひっかかるところがあるんです。NHKの子供向け番組なんかでもよくありますが、ちょっと子供さんにはあまり聞かせたくないなということがあります。番組としてはゲストとの話ではほとんど日本語ですね。もう少し英語を多くまぜてもいいと思います。中川さんのコーナーでは中川さんが殆ど英語で話して、パーソナリティーの外国人の方が日本語で答えている。外国人の方が英語で中川さんが日本語の方が自然な感じがすると思う。

　　　　　　　　　それから全体的に声が大きくなったり、小さくなったりしている。

　　　　　　　　　ゲストの方の語尾が小さく聴こえにくくなったり言い間違えたりした、これはゲストの方の特徴だからしかたがないが、パーソナリティーが言いなおすとかディレクターが調整とか指示をすればと思います。話のなかにパーソナリティーが夏休みに行った地元の話のあそこはよかったとか、ここはどうだったとかという話があってとてもよかった。

（伊海委員）　　中川さんの話は少し感じがちがい、長時間の番組ではその様なコーナーもあるのでしょうが、いかがなものかなと思いました。

　　　　　　　　　外国人のパーソナリティーという事で、番組とはかけはなれてしまいますが、沼津市で技能五輪が予定されているので沼津市にからめて英語を聞く機会を増やす番組にしたらどうかと思います。それが番組のカラーになると思います。

（清水委員長）　皆さんの意見を夫々お聞きしましたけど、わたしはとにかく番組がマンネリにならない様にする事が大切だと思います。今回の外国人のパーソナリティーなど新しい形を作って行ったらよいと思います。皆さんの意見を総括するとこれはかなり楽しい番組と思います。

（佐藤）　　　　パーソナリティーのERIKはぬまづ夏祭りの特番にもゲストとして出演していただきました。この番組だけでなく、他の番組でも皆さんが集まって来る様な番組は良いなと思います。

（清水委員長）　大学の中にも外国人の講師が多く居ますが、日本に来る外国人はこのパーソナリティーもそうだが比較的短期間に日本語を理解し、日本の文化や知識を貪欲に得ようとする姿勢がみえますね。

（村松委員）　　外国に出て行こうとする日本人もそういう姿勢はありますよ。

　　　　　　　　　短い３０分番組ですがやはり英語を多くしたほうがいいですね。

（佐藤）　　　　貴重なご意見ありがとうございます。今後の参考にさせていただきます。本日はどうもありがとうございました。
６．審議会での意見についてとった措置について
　　各委員からの意見や感想については今後の自主製作番組に生かし、よりよい番組作りをする検討材料とするようにした。
７．審議会の内容の公表
　　　弊社ホームページにて公表する。
　　　
　　　次回の番組審議会は平成1７年１１月８日（火）ＰＭ６：００より行う。
